
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  役員報酬を期中に増額した場合 

Ｑ：当社は卸売業を営む同族会社です。今

期は新製品の売れ行きがよく利益が増えそう

なので、臨時株主総会を開催して役員報酬の

増額決議を行い、期首からの増額分を一括支

給しようと思います。この一括支給額は役員

報酬として損金算入することができますか？  

 

Ａ：一括支給額は役員賞与となり全額損金

不算入となります。 

【解説】 

 役員報酬とは、役員に対して支給する給与

のうち定期的に定額を支給するものをいい、

定款の規定または株主総会の決定によりあら

かじめ支給限度額を定め、その支給限度額の

範囲内で規則的に、かつ、適正と認められる

金額を支給する限り、損金算入が認められま

す。 

 しかし、ご質問のように、期中に支給限度

額を増額し、期首までさかのぼって差額を一

括して追加支給する場合は、臨時的報酬、つ

まり、賞与として取り扱われ、その全額が損

金不算入となります。 

 ただし、定時株主総会で行われる通常の増

額決議は当期の開始後にならざるを得ません

ので、定時株主総会の決議に基づいて、その

決議の日の属する事業年度の期首までさかの

ぼって差額を一括支給するような場合は、そ

の支給額については報酬として取り扱われま

す。つまり、増額決議の日を含む事業年度の

期首にさかのぼって２～３ヶ月分程度の差額

を支給する場合は、役員報酬として損金算入

が認められるということです。  

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２００４年）平成１６年  火曜日  月４  ２ 日 ０

発行所 株式会社 
大阪市中央区平野町３－１－１０  
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

 

２ ５ ２ ４  

 

号 


